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〇アチューメントの基礎  

 

アチューメントという言葉は、皆さんにとっては聞きなれない言葉ですが、「エネルギーを使って心と体の働き

を調整する」ということです。よく遠隔ヒーリングという言い方をする場合もあります。 

遠隔ヒーリングは、離れている場所にいる人に対して、レイキなどのエネルギーを送って体調の改善を図ること

です。 

遠隔ヒーリングが、「心と体の癒し」ということを目的とすることに対して、アチューメントは「宇宙の意思・

光」のエネルギーによって、受け取る人を癒し、意識の成長を図ります。 

使用するエネルギーは、この私達や地球を見守り指導している意識（女神・天使・マスター）から送られてくる

光です。 

この宇宙意識はとても広範囲の働きを持っていますが、基本は「愛と喜びのエネルギー」です。 

このエネルギー（光）を受け取ったり送ったりすることで、様々な働きが起こってきます。 

自分にとって必要なメッセージを受け取ったり、自分の成長を妨げている感情や思い込み、トラウマなどが解放

されたり、自分を癒してくれることが起こります。 

 

 

〇アチューメントを受けるとどうなりますか 

 

アチューメントを受けている時は、女神様達のイメージや光が見えたり、メッセージらしいものを受け取ったり

することがあります。 

また体が熱く感じられたり、揺れたり勝手に動いたりすることもあります。 

また気持ち良くて寝てしまったりすごく安らかな気持ちになることもあります。 

 

反対に自分の中で押さえつけている感情などがあれば、それが表に出てきて発散されることもありますし、自分

の欠点を見せつけられることもあります。 

 

アチューメントを受けている時は、何も感じなくても、素晴らしいタイミングで人と出会ったり、自分の人生を

好転さえる出来事が起きたりもします。 

ただ人によっては、人生が好転していく前に、多くのしがらみやカルマを解き放つために、予期せぬ出来事が起

こる場合もありますが、すべては自分自身がより良い方向に変化していくために起こることです。 

このようにアチューメントの効果はさまざまですが、その人に必要なタイミングで何かが起こってきます。 

 

 

〇体のヒーリングも行われます 

 

アチューメントは肉体および精神のヒーリングをおこないます。 

体が疲れている場合には、体の癒しを優先して行う事もあるようです。 

体がだるくなったり熟睡してしまうこともあります。 

アチューメントに関するご説明 
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また体がとても熱くなったり様々な感覚や体感が起こることもありますので、ゆっくりとくつろいでください。 

また感情的なストレスが強い場合には、脳神経への働きかけも行っていきますので、頭が重くなったり、頭痛が

続く場合もあります。  

そのような時は、ゆっくりと体を休めてください。その後、頭痛も取れ心も体もすっきりするとおもいます。 

 

 

〇アチューメントを受けるとき・行うとき 

 

●アチューメントを受け取る方は、リラックスして受けてください。 

１、アチューメントを受ける前に、身の回りを片付け、静かで心地よい空間をつくり、リラックスされてくださ

い。けっして屋外にいるときや車の運転中には受けないでください 

 

２、アチューメントを受ける方は、相手から電話があったら、相手の言葉を心の中に響くように聞いてください。 

そして電話が終了したら、自分の心と体を癒すように光を満たしてください。 

イメージが苦手な方は「大天使様、ありがとうございます。私とこの地球のすべての生命に素晴らしい光を

満たしてください。」とずっと祈り続けてもよいと思います。 

 

３、相手の祈りの言葉やマントラが終了して 15 分～30 分程度、光やエネルギーが流れてきますので、それを受

け止めてください。あなたにとって必要な場合には、それ以上の時間（1～２時間）の間、エネルギーが流

れ続けることがあります。終わるまでゆっくりと過ごしてください。途中で寝てしまっても構いません。 

 

４、アチューメントが終わっても、お手元にあるテキストや祈りの言葉を読まれて、自分自身に対してセルフア

チューメントを行い、女神やマスターとのつながりを日々高めていってください。そうすることで、アチュ

ーメントの効果がさらに高まっていきます 

 

 

●【テキストの取り扱いについて】 

このテキストは、女神やマスターからのメッセージをもとに、瀬戸武志により作成されました。このテキストの

著作権は、すべて瀬戸武志に属しますが、次の許可事項に関しては、自由にかつ無料でご使用になってもかまい

ません。 

 

○しても良い事（許可事項） 

あなたが、アチューメントをおこなうにあたり、相手にこのテキストを提供すること。（コピー、郵送、メール

への添付等） 

 

○してはいけない事（禁止事項） 

このテキストを、勝手に書き変えたり、自分の意見をテキスト内に入れること。 

このテキストの内容を、部分および全体に関わらず、ブログなどで、勝手に公開すること。 

またこのテキストを批判するような行為。 

 

【アチューメントに関するお願い】 
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○アチューメントに関してはアチューメントを行ったら、相手にきちんと伝わっている事を確認するために、相

手からのアチューメントを、受けてくださることをお勧めいたします。 

アチューメントのマントラはできうる限り言霊伝授でお願いします。 

相手の意思を尊重して、丁寧なアチューメントを心がけてください。 

 

○アチューメントはあなたの自主的な責任と判断で行ってください。 

 

○アチューメントに関して、権利はすべて瀬戸武志にありますが、私は皆さんに対して、テキスト料金やアチュ

ーメントの使用料金等を一切請求いたしませんし、また皆さんが行ったことに関して責任も取りません。 

 

〇宇宙の光が提供するアチューメントは、私達の意識の成長をサポートする為に提供されますが、精神的な疾患

や自律神経にかかわる疾患をお持ちの方、情緒不安定な方は症状が悪化する事もございますので、充分に気を

つけられて下さい。 

瀬戸武志ならびにアチューメントを行った者は、アチューメントに関する全ての責任を負いませんので、この

テキストの後半にある「基礎知識」なども読まれ、自己責任でアチューメントを行ってください。 
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観音でございます。 

私の基本的な性質は、皆さんの人間関係を良くし、新たな出会いを生み、皆さんが希望あふれる人生をクリエイ

トしていくことをサポートします。 

現代の社会において、一つ大きな問題が出てきています。それが「引きこもり」という問題です。 

この「引きこもり」というのは、皆さんの心と魂が、未来に対して希望を失う現象です。 

その理由は、自分自身に対する喪失感です。 

自分はいったい誰なのか、自分は何をするために生まれてきているのか、この人生で何をしたいのか、という自

分自身に対する興味が失われ、人間関係をわずらわしく思い、人との交わりを求めなくなってきたことから起こ

ります。 

 

この「引きこもり」という現象を生み出している「自分自身に対する喪失感」というのは、実は多くの人の心に

蔓延しています。 

 

仕事にはきちんと出かけていきますが、仕事にも人生にも興味がなく、一人でいることを好むという人達がそう

です。 

孤独という言葉がありますが、自分の心と生活の中に閉じこもり未来を夢見ることができなくなっているのです。 

それは決して望ましい事では在りません。 

 

観音は、皆さんの心の中にある「自分自身への喪失感」にやさしく触れ、皆さんの心が癒され、自分自身に対し

て興味と希望が持てるようにしたいと思います。 

そして、観音を祈ることによって、あなたの魂の力を今以上に強くし、心の中にある虚無を燃やし尽くしたいと

思います。 

 

あなたは、自分の心の束縛から自由になります。 

あなたは社会と生活の抑圧に苦しみ、自分を押し殺しているかもしれません。 

しかし、あなたは自分を抑圧し自分の人生をあきらめる必要など、どこにもないのです。 

あなたの魂は、自らの目的を果たすためにこの地球にやってきました。 

 

地球という星のダイナミックな活力をもらって、自分の心と魂を楽しませ「愛と喜び」を十分に体験するために、

この星に生まれてきたのです。 

勇気をもって、自信を持って、この社会に出ていってください。 

自分の心に希望を持って、自分の人生をクリエイトしてください。 

観音様の神聖な光は、貴方の人生を明るく照らし、あなたの希望の実現を妨げている問題をその炎で燃やし尽く

します。 

 

また「観音様の神聖な光」はすでに自分自身の人生をクリエイトしている人たちには、その実現を大きくサポー

トします。 

観音と呼ばれているエネルギーはこの宇宙において森羅万象の秩序をつかさどるエネルギーです。 

「聖なる観音様の神聖な光 2013」の役割について 



聖なる光の観音アチューメント・テキスト  TAKESHI 瀬戸武志 7 

 

私の光は、多くの人達の間に、素晴らしい関係性を生み出します。 

それはこの偉大なる宇宙意識が、自らを成長させるために、多くの出会いとそこから生み出される学びが人間に

とって必要だと考えているからです。 

 

そして出会いはとてもエキサイティングですばらしい活動力をもたらします。 

皆さんは新たな出会いに喜びと驚きを感じます。 

そしてその出会いによって、自分の心と魂が大きく触発され、新しい希望や人生、仕事に対するより良いプラン

やアイデアが生まれてくるのです。 

 

あなたが今以上に成功したいと考えるならば、「宇宙の秩序」に基づいてよく考えてみてください。 

あなたが成功することによって、この地球とあなたの周りにいる人たちが、より幸せになるような成功であれば、

観音だけでなく、多くの宇宙意識があなたをサポートします。 

「観音様の神聖な光」はあなたの心と魂に中に、「宇宙の秩序」をもたらします。 

 

あなたはその秩序に基づいて「愛と喜び」をもって考え行動してください。 

あなたが多くの人達や、地球に対して最善のことができるように祈ってください。 

あなたの心と魂は、あなたの願いに答えて、あなたが最善の人生を送れるように、あなたを導いていくでしょう。 

                            2012 年 10 月 24 日  瀬戸武志 
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１、聖なる光の観音にあいさつの言葉を２回述べる。 

 

「ただ今より〇〇さんに、聖なる光の観音の光を送らせていただきますのでよろしくお願いいたします。○○さ

んが、心と体を癒し、魂の力をより強固なものとし、望み通りの人生を送ることができるように助けてください。」 

 

 

２、祈りの言葉を２回読む。この文章を最初から最後までを 1 回として２回読まれてください。 

 

「聖なる光の観音様よ、この宇宙をつかさどる神聖なる叡智（えいち）よ 

私達の存在を光にみちびく慈悲の光よ 

私達が慈愛の光に満ちて生きていくことができますよう祈らせてください 

私達が愛と調和の中で生きていくことができますよう祈らせてください 

 

 

３、マントラを３回読む。この文章を最初から最後までを 1 回として 3 回読まれてください。 

 

セレスチャル・ライト・オブ・クワンイン 

 

セレスチャル・ライト・オブ・クワンイン 

 

セレスチャル・ライト・オブ・クワンイン 

 

 

 

４、相手との電話を切り、聖なる光の観音のエネルギーを相手に流してください 

 

アチューメントを行う時は、アチューメントを受ける人も、行う人も同じように観音様の光を受けますので、自

分もゆっくり、リラックスして楽しんでください。 

 

５．アチューメントを終了するタイミングは、電話を切って祈り始めてから約１５分くらいです。 

 

送り手も、受け手も、疲労がたまっていたりして、エネルギーが必要な人には、その後もエネルギーが流れ続け

ますので、15 分たっても体が熱かったり、気持ちが良かったりしたら、そのまま、エネルギーを受けつづけてく

ださい。無理に終わるとよくありません。 

 

 

 

 

聖なる光りの観音 アチューメント 
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さてそれでは観音の意識からのご案内を行わせていただきます 

観音の意識は、皆さんの心が慈愛の光に満たされていくことを心から祝福します。 

そしてその慈愛の心がこの地球で十分に働くことができるように、お手伝いさせていただきます 

皆さんの心の中には。「愛と喜び」の光が満ちていることは何度も繰り返しご説明してきました 

観音の光は、その光を多くの人人や生命たちに向けていくことが目的です。 

 

マリア様の慈愛の光は、見返りを求めることなく人を愛することが目的でした。 

観音の光は、見返りを求めることなく、人や多くの生命たちを助けてあげることが目的です。 

今まで皆さんは、苦しい事があれば、すぐに神様や仏様の名前を呼んで助けを求めていました 

しかしこれからは、皆さんの心の中に、神様の資質、仏様の資質を目覚めさせる事が可能となります 

神様、仏様というのは皆さんに取って特別な存在です。 

皆さんをこの地球に生み出し育ててくれた存在だからです。 

しかし本当の事を言うならば、皆さんが神様や仏様にすがったところで、何も起こりませんし、貴方の苦しみや

悲しみは救われません。 

 

もし、あなたが、自分がもっている困難から救われたとしたならば、それは貴方自身の意思が貴方を救ったので

す。あなたが苦しみや悲しみを乗り越えるために、希望と強い信念をもって努力を行ったからこそ救われたので

す。 

今まで、皆さんは、さまざまな女神やマスターに対する祈りをささげてきました。 

ここに至って、あなた自身の意思で、この「宇宙の意思」と深くつながることになります。 

もちろん女神やマスターたちは、貴方の事をサポートし、導いてくれるでしょう。 

しかしながら、貴方自身が、自らの魂の意思とともに、前に向かって進まなければ、女神たちの声も思いも貴方

には届かないことでしょう。 

 

今回のアチューメントは、貴方が、観音にすがる為にあるのではなく、貴方自身が、自らの心の内に観音の資質

を目覚めさせるためにあるのです。 

それは決して難しいことではありません。 

マリア様が貴方に「見返りを求めない愛」を教えてくださったように、観音も「見返りを求めない奉仕」を貴方

にお勧めいたします 

誰かのために、見返りを求めることなく、手助けをしてあげられるとしたら、あなたはすでに観音の資質を発揮

しています。 

 

昔からボランティア精神というものがありました。これはまさに観音の意識を反映したものです 

もちろん貴方がたが行う行為が、相手に対して最善なものであるか、否かを判断することは大変困難なことです。 

わたしたちが、相手に取って良いと判断したことも、相手に取って迷惑なことであったり、かえって相手の状況

を困難なものにしたり、新たな問題を引き起こす可能性もあります。 

特に皆さんの中に、相手をコントロールしたり、自分の都合を押し付けようとしたりするならば、それは必ず新

たな問題を引き起こすこととなるでしょう。 

観音様の神聖な光について 
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それは観音の意識とは、はるかに遠いものです。 

どうか皆さんの心の内側にある声に従ってください。 

この宇宙の意識を、貴方の心の内側にとどめてください。 

そこから生まれてくる指示に従って、貴方に助けを求めてきた人たちに、誠実に対応してあげてください。 

 

その経験と知恵を通して、貴方の心の中に「観音の資質」が芽生え、この宇宙の意識とより深くつながっていく

ことが可能となることでしょう。 

 

どうか皆さん一人一人の心の内に観音とマリアの意識を目覚めさせてください。 

その目覚めは、この地球にとっても、とても大きなパワーとなります。 

 

皆さんとこの地球、そしてこの地球に生きる多くの生命たちのために、貴方の力を役立ててください。 

 

TAKESHIN の解説  ＊＊＊＊＊＊ 

観音様の特質は、人々を苦しみから救うために、その罪を許し、感情を解放し、カルマを昇華させる事とされて

きました。 

勿論「観音様の神聖な光」でも同じ働きを行いますが、「観音様の神聖な光」のもう一つの目的は、私達がこの

地上で、健やかで有意義な人生を送ることにあるようです。 

 

「観音様の神聖な光」をもたらしてくれた「聖なる光の観音」様は、良く【縁（えにし・えん・ゆかり）】と言

う言葉を使われます。 

これは、人と人、あるいは、人と全ての生命とのつながり。助け合う ための結びつきという意味です。あるい

は、過去と現在をつなぐ、めぐり合わせと言う意味も含まれています。 

観音様のお力は、この地球にあまねく行き渡り、私達をはじめ、地球に住む全ての生命たちの為に、より良き関

係を作り上げていきます。 

 

観音様は、人と人が出会って、より良き世界を作るために必要な事をお手伝いいたします。 

たとえば、その人にとって不要な感情やカルマが障害となって、自分の望むような人生を送れないとしたならば、

其の感情やカルマを解放するためのサポートを行います。 

 

そして、その人の人生や夢、希望、喜びなどを蝕んでいる病や身体の苦しみや痛みに対しても、観音様のゴール

ド・フレームは、あなたの魂と共に、健康になれるよう働きかけてくださいます。 

 

そして、その観音様によってもたらされた縁をしっかりとうけとめ、自分の可能性を信じることも大切です。観

音様は、あなた達の魂の使命を明らかにし、其の実現に向けて、さまざまな出会いやチャンスを、あなたにお与

えになります。 

 

「観音様の神聖な光」は、あなたの神聖なる意識に、深く関わり、あなたの心と身体を統合する手助けをいたし

ます。そして、あなたの心に、黄金の光を満たし、あなたの成長をしっかり見守ってくださいます。 
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〇宇宙意識―「自分が存在する目的のために、生きていこうとする意思」 

 

まず私イシスは、この宇宙意識の叡智、一般に公表されることのないミステリアスな事象を担当する意識でござ

います。 

その中には、皆さんの魂の誕生の秘密や、皆さんが輪廻転生と呼んでいるもの、あるいは言葉の持つ秘術（マン

トラ）などの働きを管理する力も含まれます。 

私達がよく使う宇宙意識についても少しお話をさせていただきます。 

この宇宙意識はこの地球のみならず太陽系やさらに大きな銀河系がともに共有している意識です。 

意識という言葉を使うと、皆さんの場合は、「人間が持っている感情や価値観を伴った考え」ということを連想

されるかもしれません。 

もちろんそれも決して間違いではございませんが、宇宙意識は感情を持ちません。 

 

その意識は、銀河系から地球、そして人間や、自然界に存在する動物や植物たちに共通している意思です。 

「自分が存在する目的のために、生きていこうとする意思」がそうです。 

地球で美しく咲いている植物たちは、自らを繁栄させていくために美しく咲き誇りその種を残します。 

動物たちも同じように種を残し繁栄するとともに、多種よりも優位になるために進化します。 

もちろん人間も、この地球で自らの種を繁栄させていくという存在目的は、ほかの植物や動物たちと変わりませ

ん。 

 

しかしながら人間には、もう一つ大切な存在理由があります。それが「意識の成長」であり「魂の成長」と呼ば

れるものです。 

人間は自分の心や魂が持つ意識や特質を育て、その特質によって人間という種族のみならず、地球の意識の成長

を助けてあげるという存在目的があるのではないかと思われます。 

この目的が、人間にとって全体の宇宙意識と深くかかわってくるところです。 

 

もちろん地球にもとても大きな存在目的が在ります。 

この地球に存在する数えきれないほど多くの動植物や生命たちが安心して暮らせるように、その多くの生命達が

自らの目的を果たせるように、安定した場所を提供するということです。 

そうしてもう一つ、地球は星として進化しなければなりません。 

星の進化というのは、星自体の高度な安定化とそこに生存する生命体の意識の進化が図れる環境を作り出すとい

うことです。 

 

星の中には、まだ若くて地殻活動などが安定せず、生命が存在することができない星もあります。 

またかつては生命が存在していたけれど、環境の変化などによって生命が存在できなくなった星もあります。 

もちろん目には見えなくても、物理的な部分以外のところで生命が存在している星もあるようです。 

これらの多くの星を有する銀河系の意識というのは、自らが成長するために、多くの星を生み出し続けるという

ことです。 

宇宙意識についての詳細とアチューメントのかかわり 
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動物や植物が自分たちの種を繁栄させるために、そして種を成長さるために、子供を生み続けるということと基

本は同じです。 

もちろんスケールは全く違いますが、この銀河系も自分自身を成長させるために、新しい星を生み、その星の中

からいくつかの星が、生命を宿す星となるのです。 

そして生命を宿した星の中から、本の一握りの星が高度の意識を持つ生命を育てることができるのです。 

この銀河系の中には、約 2000 億個近い星があるといわれますが、この高度な意識をもつ人間を育て上げてきた

地球というのは、非常に貴重な星なのです。 

銀河系の意識というのは、銀河系に中に幾つか存在する地球のような星を見守り、育てていくということにエネ

ルギーを注いでいきます。 

そのために、高度な意識を持った存在達が、その住んでいる惑星の意識と共鳴しあい、時として協力しながら、

お互いを育てていく事をサポートします。 

  

  

〇地球と人の意識をサポートする銀河系の意識 

 

もちろん地球に対しても、宇宙の意識は同じようにサポートしてくださっているように思えます。 

小さい幼子（人間）にたいして、母親（地球）が親身になって面倒を見、それを祖母（宇宙）が指導し助けてあ

げることと似ています。 

私達が意識するしないにかかわらず、地球に生きる生命として、私達、地球の意識と深い部分でかかわって生き

ています。 

 

私達の目的は、ただ子供をどんどん作って人間という種を繁栄させるだけでなく、高度な意識を持つ生命体へと

進化していく目的を持っていますので、魂というパソコンでいう「データ―ベース」みたいなものを持ち、多く

の人生の中で経験してきた知恵や学びを蓄積しながら、物質的にも精神的にも成長してきたのです。 

 そして人類の歴史の過程において、地球人が滅びることなく成長していけるように、人類の危機の時代には、

特別な人を通して、宇宙意識の働きが起こってきたのだとおもいます。 

それがイエスであり仏陀であるのです。 

もちろんそれ以前にも多くの聖者、指導者、神官などと呼ばれる人たちが、宇宙意識からのメッセージを伝えて

きました。 

 

そのメッセージや宗教的な秘儀によって、人の心と魂はその都度リセットされ今まで生き延びてこられたのです。 

もしそのようなことがなければ、人間たちは争いにあけくれ、もうすでに滅びていたかもしれません。 

ただし、宇宙意識の表現方法は時代によって大きく変わってきます。 

以前はイエスやブッダなどのような啓示を受けた偉大な聖者たちによって、人間の意識は導かれてきました。 

しかしながら現在では、そのような宗教が人間の意識進化にとって、重要な役目を果たさない場合も起こってき

ました。 

そのために、宇宙意識は、人間の深層に流れている自らの意識をつかって、人間一人一人にメッセージを送るよ

うになってきたのです。 

 

正確に言うと、人間の意識の深い所には、人間に生きている場所と環境を提供している地球意識が、地球と共鳴

する形で存在しています。 
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そして銀河系の意識も、同じように人の意識の深部に流れています。 

この地球意識と銀河系の意識に触れることができる人は、そこに流れている意識をメッセージ等の様々な形で受

け取ることができるのです。 

  

 

〇アチューメントは自分の心の中にある宇宙意識に気付くこと 

 

そのメッセージは、今 TAKESHI さんによって表現されているように言葉としてあらわれる場合もあります。 

もちろん、言葉にならずに、なんとなく地球が大切、地球とつながっているように感じる、あるいは動物たちを

大切にしなければならないというように漠然と感じることもあります。 

理由はわからないけれど傷ついた子猫を助けてあげた、というように行動として表現されることもあります。 

これらのことの多くは、あなたの意識とつながっている地球の意識、宇宙の意識から生まれてきたことであると

私は思います。 

 

TAKESHI さんの場合は、それらの意識に深く触れ、広範囲な宇宙意識の中から、皆さんにわかりやすいようにい

くつもの要素（意識の 1 側面、1 部分）を取出し、メッセージとして表現するとともに、その意識の働きをエネ

ルギーとして構成していくのです。 

そこに女神の名前やイメージが必用なのかどうかは、わかりません。 

宇宙意識について正しい理解を持つ人にはおそらく必要ないでしょう。 

あくまでもそのエネルギーやそこにある意識をイメージ化して、皆さんが受け取りやすくするための便宜的な方

法です。 

 

また女神やマスターの名前は、かつて、古い時代にその意識やエネルギーをこの地上にもたらすことに対して非

常に貢献が在った存在の名前を使うこともあります。 

今回の「天照大御神」のような場合がそうです。 

古い時代に、多くの人間たちの心が失望と悲しみ、苦しみに明け暮れ、人間がその存在意義を見失いかけた時「天

照大御神」と呼ばれる存在が現れました。 

彼女は、この宇宙意識の中で、非常に大切な意識である「愛と喜び」のエネルギーを強く増幅し、苦しんでいる

人に、言葉や癒しとともに与え、多くの人々を立ち直らせたという歴史がありました。 

宇宙意識はそれと同じようなエネルギーとメッセージを、今の時代に再びこの地球上に表わそうと思っていす。 

そのために TAKESHI さんのもとに姿を現しました。 

 

その時、犬の姿形をして現れても、TAKESHI さんは気づきませんので、自らを「天照」と語り、苦しんでいた咳

の発作を瞬時に止めたり、特殊な感覚（光、熱感）を体験させ、そしてヴィジョンやメッセージを与えたのです。 

そうすることで TAKESHI さんは、そこに「宇宙意識」の一つのエネルギー（要素）が、現れていると自覚しメ

ッセージとアチューメントを作ります。 

彼がアチューメントを作りメッセージを伝えるのは、そのエネルギーをこの地上で多くの人が共有し、多くの人

の意識に影響を与えてより良い方向に、向き直させるためです。 

 

もちろん何度でも言いますが、一つのアチューメントで構成されるエネルギーは、宇宙意識の 1 部分にしかほか

なりません。 

宇宙意識そのものはとても大きく広範囲にわたります。 
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人間がそのエネルギーのすべてを同時に受け取ることは困難です。 

たとえて言えば、宇宙意識の「愛」という要素は、みなさんの心の中にも流れています。 

TAKESHI さんは、宇宙意識の中からその「愛」のエネルギーを取出し、アチューメントにします。 

アチューメントを受けた人は、アチューメントのエネルギーによって、自分の意識の奥深くにある「愛」という

エネルギーの存在に気づき、そのエネルギーを活性化させることができるのです。 

その時のエネルギーは TAKESHI さんのアチューメントでは「聖母マリア」として表現されます。 

「聖母マリア」というイメージが持っているやさしく愛情深いイメージが、この「宇宙意識の愛」と非常に近い

関係があるからです。 

 

また、イエスを育て、多くの人の信仰の対象となった「聖母マリア」のエネルギーはまさにこの「宇宙意識の愛」

から生み出されたものであるからです。 

そのために、聖母マリアのアチューメントを行う時は、TAKESHI さんは自らの中にある「宇宙意識の愛」に深く

触れ、「愛」を相手に伝えようとします。 

その時に、その「愛」の中から、聖母マリアのイメージが起こり、相手に対して直接メッセージとエネルギーが

送られます。 

それは、相手の心の中にある苦しみや悲しみを癒し、解放するための一助となります。 

ですから、それが、歴史上に存在した本物のマリアであるかないかという事よりも、皆さんの心の中にある「マ

リア的なイメージ」の働きといったほうが本当は正しいのです。 

 

もちろんそのことを信じない人も多くいます。 

しかしながら、今私たちはそのような方たちと争う時間も必要もないと考えています。 

心と魂の中にある「宇宙の意識」に少しでも触れてくださる方。 

私達とともに、この地球と地球に存在する生命のために少しでも、より良い意識とエネルギーを共有できる方と

共に働きたいと思っております。 

  

              2012 年 10 月 26 日   瀬戸 武志 

 

 

 

 


